
コ□ナ密閉式石油ストーブ 


取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消安法）で指定される 
特定保守製品です。 

法定点検を受けるために所有ち登録をおこなってください。 
(製品に同姻した「所有ち票」に記入し投函願います。） 


正しく使って上手に節約 


gu エフエフ ジ-エス エフエフ ジーエス 

I 飞 FF -359 GS • FF -429 GS 



このたびは、コ□ナ石ミちス I ブをお質いあげ 
いただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 警告 

(§) 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 

KEROSENE ONLY 


A 警告 


給が気筒を必ず点検してください 




□ 特にま意しでいたださたいこと 

按きのために必すお守りください)一1〜2 


本口';由の廃棄についで —— ~ —2 

且使用する場所3 

回各部のなまえ - — 3~4 

•外観図.構造図-3 

•操作部 • 表示部一——-- —4 

□ 使用前の準備-- 4〜5 

•燃料-4 

• 給';由-已 

♦点义前の華備と確認 - 5 

且 使用ちま -6~8 

•点义^ 一^^-- 6 

• 至温の調節 - _______-- 6 

•消义 - 6 

• タイマーの使用ちま — 7〜8 
♦チャイルド□ック 8 

回安き装置-8 

田その他の装置-8 

□ 日常の点検-ま入れ 9〜10 

回 定期点検 -10 

巧] 故障-異常の見分け方と処置ち法 -11 

田 部品交換のしかた- 11 

旧 保管(長期間使用しない場合） 12 

旧仕様-12〜13 

旧アフターサービス 13 

旧据巧け • 移設-14 



株ぶ舍な3星■蕭 





















































































百特にま意していただまたいこと度をのためにおずお守りくださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 


の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をし 
でいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。 
内容をよく理解しでから本でをお読みください。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が死じ、重傷を負ラ可能 
性または乂災の巧能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A ま意 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が傷害を負ラ巧能性や枚) 
的損害の発ちが想定される内客を示し 
でいます。 


A 

(§) 

€ 


給表示の例 

記号はま意を促す巧客があることを告げるちのです。 
図の中に具体的なま意巧客 （ 左図の場含は一般的なま 
意)が描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止巧客 （ 左図の場含はガソ 
リン禁止)び描かれでいます。 

〇記号は巧為を指示する巧客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示巧客 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示)び描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 


(§) 



ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い;'由は、絶巧に使巧 
しないでください。义巧の原因になります。_ 

給排気筒トップ閉そく危険 

系含排気筒トツプの周りび雪でふ 
さびれたまま使巧しないでくだ 
さい。ふさびれでいるとさは、 

除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」 

はお排気の巧げになるのでおやめください。閱そくしで 
いると運転中に排ガスび室のに漏れで、危険です。 


温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹化□や空気 
取入□をふさびないでください。 
巧類、紙などでふさぐと、义災の 
原因になります。 


給排気筒(管*ホース)がれち険 


系含排気筒（管-ホース）び外れ 
たまま使用しないでください。 
外れでいると運転中に排ガスび 
室のに漏れで、危険です。 

巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しない 
でください。 

巧類び落下しで义びつき、义災 
の原因になります。 




〇 




給排気筒トップには金網などは付けない 

給が気筒トツプには、虫よけのため ^ 

のを網などは巧けないでください。 

給排気の巧げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスび室のに漏れる巧能 
性びあり危険です。 



スプレー吿厳禁 

スプレー あや力 じッ トこん 
ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 

熱で击の圧力び上びり、爆発しで危険です 






ご自身での据付け-移設工事の厳禁 


お客様ご自身による工事は危険 
です。 

据巧け工事は販売店や専門業着 
にごめ頼ください。（ストーブ 
を移設させる場合ち同じです。） 



定期点検の実施 

定期的にをに1回程度)に点検•整 
備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使巧し続け 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。 

点検-整備はお買い巧めの販売店 
や資格者のいる店に依頼しでください。 



〇 


么注意に AUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいをの 
をおつ’けないでください。 

义災び発ちするおそれびあ 
ります。可燃物との離隔距 
離についでは、標準据巧図 

14ぺージ)を参照しでください。 
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么注意 (CAUTION) 


油漏れ確認 

'油タンク•コ''ム製送ミ由管’接合部お 
よび機器などからのロミ由漏れびな 
いことを確認の上ご使用ください。 
ロミ由び漏れでいると义災のおそれ 
びあります。 



廃棄するとさのま意 

スI-ーブ'を廃棄するとぎは、定ミ由面器のなミ由を巧 
き取つでください。9ページ） 

な;'由び入つたまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わめ事故になるおそれびあります。 


〇 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 
フ'本体やお排気筒には床暖房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。 

义災や排ガスび室のに漏れる原因となり危険です。 


0 


A 



高温部(やけど)にを意 

燃焼中や消义直後は、高温部(ブリルの周のなど)、 

が気筒(煙突、が気筒トップ、給が気筒トップ)に 
まなどふれないでください。やけどのおそれびあります。 


給油時消义 

給;'由は、必す消义しでか 
らおこなつでください。 
こぼれたな;'由はよくふき 
取ってください。 

义災のおそれびあります。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、なミ由 
や可燃物など弓I义のおそれのあ 
るちのを置かないでください。 

义災のおそれびあります。 


据付け上のま意 

参お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事や移設工事は、必すお買い巧めの 
販売店に依頼しで < ださい。 

参スI-ーブおよび給排気筒の据なけについでは义災ず防 
条例、石;'由燃焼機器の設置暮準による規制びありますの 
で、これに従つでおなけでください。 

参ストーフ'の固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
でください。 


励ぶ!綱君棚 I 



0 


〇 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 
おすることびあります。また、水び巧部に入る 
と、感電、义災、故障の原因になります。 

異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 

すみやかに運転キーを「停止 J にし 
でください。 


0 





温風 I し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

低温やけどや脱水を状になる 
おそれびあります。 

参特にお3様やお年尋り、体の不自由なちび使われるときは、 
周囲の人が十分を意しでください。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹 
化□、お排気筒トップにまな 
どふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 

参ルさいお牙様のいるご家庭では、特に'注意しでください。 

電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラブはコン t ントに根元まで 
確実に差しこんでください。 

(また、傷んだプラク''やゆるんだコン 
じントは使巧しないでください。） 

义災の原因になります。めれたま 
での巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 

長期間使用しないとさは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 



运 


〇 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり(および 
を属物)を除ましでください。（ほこりが'たまる 
と湿気などで絶縁不良になり）义災の原因になります。 

分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完をな修理は、危険です。 

お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。_ 

灯油の保管 

なミ由は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰化 
をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 

指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けびや义災の原因になります。 


〇 


0 


変質灯油禁止 

変質灯;'由（持ち越したな;'由)、不純灯;'由（灯;'由が 
のミ由’水‘ごみび'混入した灯ミ由など）を使用しなし、 
でください。異常燃焼や故障のおそれびあります。 


0 


電源の接続 

参電源は適正配線された単相100 Vのコンじント 
な外は使巧しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

参電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


0 


を m 、 (NcmcE) 


好油の廃棄 

な;'由の廃棄処分は、なミ由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 





















































回使用する場所 


ま全に使用ずるために 


♦マントルピースなど 
には据なけないでく 
ださい。 



♦標高び1500 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 
高地で使巧する場台は 
調整び必要です。 ノノ J 

(詳しくは、工事説明書 


(高地で使用の場合） を 

ご覧ください。） 




0 


参温室、飼育室、乾燥 
室などでは絶巧に使 
巧しないで < ださい。 



効果的に使用ずるために 


おの下や壁面に設置 

♦外気に接する窓の 下 や 
壁面に置くと、ち気び 
スIブで暖められ、 
温風としで巧流します 
ので効果的です。 



湿風の循環を巧げない 

♦温風吹出□の前面に障害物を置かな 
いで <ださい。 

♦障害物びあると、部屋の温度にむらび 
できるばかりでなく、本体の温度び上 
昇しで危険です。 



♦温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 
_ _ _/ 


0る部のなまえ 


表示部 


とつで 
操作部 



のぞぎ窓 


俏面> 



〔構造図） 



































































































































































〔操作部•表示部 


エコキー 
エコ ランプ 
(卸6ぺージ） 


デジタル表示部 
/現巧時刻表示 
タイ7— t ット時刻表示 
設定温度•室の温度表示 



n-Cc=^ 

チでィルド 
‘ □ツ ク， 


3回巧し 


設定温度 室内温度 


おはよラタイマーキー 
おはよラタイマーランプ 
7. 8ぺージ） 



eco 


11 



温度/時刻 




運転 キー 
運転ランプ 
(卸6〜8ぺージ） 



タイ7—運起 


おはよう 


おや琴 


チャイ J レド□ックキー 
I チャイルド□ックランプ 
( 獻8ぺージ） 


表示切換キー 
時計合せランプ 
タイ7-合せランプ 
^ 7. 8ぺージ） 




温度調節キー 
(尿6ぺージ) 
時計調節キー 
(原7ぺージ） 



讀転 

I 文/切 




おやすみタイ7—キー 
おやすみタイ7—ランプ 
( t ：^ 7. 8ぺージ） 


II 使用前の準備 

燃料は化ずな巧 （ J 旧1导なが）を使巧して < ださい。 


么警告1ガソリンなどの揮発性の高い';由は絶対に使用 


しないでください。乂災の原因になります。 

|レ1\を意 I 変質なミ由、不純な';由などは絶対に使用しない 


でください。 


么ま意な';由は必す乂気-雨水-ごみ-高温および直 


射曰巧をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでくださし、。 

誤って使田すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


変質な油•不純な油とは • 


(§) 

0 

〇 


I 灯油とガソリンの見分けかた 


指ホに燃料をつけ、忌をふさかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 




なミ由はめれたまま 


ガソリンはすぐ乾く 


巧シーズンより 
持ち越しの打’;由 


0 

戀® 


長期間曰光にあ 
たる所や温度の 
高い所に保管し 
たな油 



容器のふたが刷ブ 
であったり、乳白 
色のポ IJ 容器で保 
管した巧油 


Cmmm) 


0 




'© 




水-ごみやな油 
ながの油がほん 
のねすかでち混 
入した巧油 



♦極度に変質したものは、黄色0未がかったり、すっぱいにおいびします。 
♦必すな油巧のポリタンクをお使いください。 

♦な油はシーズン中に使いきりましょラ。 


■変質な油や不純な油を使用ずると、 
機器の故障の原因になります。 

♦ミ由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこし 
たり、ス I -ーフ''の損傷を早め、故障の原因に 
なります。 

♦水やごみび送ミ由経路内に流れこみ、燃焼不良 
や着义不良の原因になります。 


■変質な油ゃ穩了油を使用したときは… 

♦お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご連絡くださし、 


♦変質巧';由、不純巧ミちび原因で修理を依頼されたときは、な証期間中でちな証の巧象外となります。 
♦変質灯';ちの処理でお困りの場合は、灯ミちをお買い求めの販売店にご相談ください。 




給油の手順とを意 


♦ IA ま意 I 給';由は必す消乂しでからおこない、こぼれた口';由はよくふきとって 
ください。乂災のおそれが'あります。 

♦送';由バルブを閱じで給ミ由□ふたを外し市販の給';由ポンプで給';由しでください。 
ミ由量計の針び r 満 J をさしたら給';由をやめでください。 

給';由をは、給ミ由□にあるストレーナを取り出しで、水やごみびたまっでいた 
ら掃除しでください。 

参ストレーナを取りなけで、給';由□ふたを必すちとどおり締めでください。 

参給;'由の際は、水.ごみなどを入れないよラに;'主意しでください。 

水-ごみなどは燃焼不良や、スI-ーフ'の寿命お下などの原因になります。 

♦給;'由□ふたは、確実に締めてください。 



おミ由ポンプ 


. 給油□ふた 
ストレーナ(巧部） 

-ミ由量計 


送ミあバルブ 
?火グージ 
かおきバルブ 














































































































































燃料切れのを意と空気巧をのち法 


♦ミ由タンクを空にしないように';主意しでください。 

ミ由タンクを一旦空にしますと、送ミ由経路のに空気びたまり、正常に送ミ由できなくなることびあります。 
このよラな場台には巧の順序で空気抜きをしでください。 


1. 巧タンクに給'油します。 

2. ストーブ背面のオイルフイルタに巧いている空気巧き用の 
ねじをゆるめてください。（な巧び巧にこぼれないように巧、 
容器などを巧意して < ださい。） 

3. ゴム製を'油管をよく振0、を'油経お巧の空気巧まを十分にお 
こなって < ださい。 

4. 空気びなけてオイルフイルタの中に巧'油び満たされたら、空 
気巧き用のねじを締めてください。 



オイルフィルタ 


♦ミ由タンクは、空にしないよラに、早めに給ミ由しでください。 

♦初めで運転するときち、同じ手順で送';由経路内をミ由で満たしでからおこなつでください。 



点乂前の準備と確認 


♦巧めで使用するときやシーズン初めに使巧する場合、ス I -ーブち側面 
の定ミ由面器 I 」じットボタンを押しでください。 

♦ 1」じットボタンは、据え付け時や、シーブン初めに操作します。 

ストーブに強い衝撃をちえたりした場含もこの操作をおこなつでくだ 
さい。 

♦巧 一、 着火後2〜3分で消乂しでしまラ場含は、 I 」じットボタンを押 
しでください。 

な';由流入□のゴム巧の固着び外れでなミ由びスムーズに流れます。 


参リ它ットボタンを巧す際は、スペーサをがしで巧さないでください。 
また、5秒な上巧し続けたり、何回ち巧し下げたりなど乱暴に取り 
扱わないでください。定ミ由面器よりミ由びあふれ出たり、異甫燃焼の 
原因となる場合びあります。 




師を规就通 、 

I A 注意 I 電源プラヴ•コードの発熱-発义を防ぐために ••• 

♦電源プラグはコン t ントに根元まで確実に差しこんでください。 

♦電源は必ず適正配線された単相1 00 V のコンじントを使用しでください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


ストーブ周囲の確認 


♦ I A 注意 I 力ーテンや燃えやすいちのを巧ブけないでください。 
义災び発生するおそれびあります。 



給排気筒接続部の確認 


参 「么警告 I 給が気筒(管•ホース）びがれたまま使用しないでください。外れでいると運転中にがガスび 
室内に漏れで、危険です。 







































































青いおの中に 
黄色いおび涯 
じつでいる 




♦強燃焼•弱燃焼とも工場出荷時に燃焼状態を調節しであります。 
♦炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（ホ乂）が'混 
じつでいでち異含ではありません。 




運拓キーを巧してください。 

♦運乾ランプは消'なしますび、燃焼巧•巧流用送風機は、燃焼室がちま P するまで運乾を継続します。 

デジタ J レ表示部は温度表示から時刻表示にのり変わります。 I 

♦約6分後に燃焼室びち却され、燃焼用•巧流巧送風機び自動的に停止します。 I 

♦消义操作後は、义び消えていることを確かめでください。 

♦外出するときは、必ず消乂しでください。 

♦ストーブに強い衝撃をちえで消义したり、電源プラヴを巧いで消‘义することはしないでください。 

参 I 么ま意1長期間使用しない場合は、電源プラグを巧いでください。 


V 



百使用方法 




1. 油タンクの送巧パルブを開いでくださし、。 

2. 運起キーを巧しでください。 

♦運乾ランプの点滅と同時に、 

時計表示(未 t ットの場合は 
I -- し ° | - - 1 ) から温度表示 
にのり変わり、気化筒の予 
熱を開始します。 



3.予熱び完了すると自動点义し 
ます。 

点乂と同時に運乾 
ランプは点灯に変 
わります。 


運お 

入/切 


4.着义1分をからは、ルー 
ムサーモ它ンサーにより 
. 温度調節の它ット湿度に 
>応じて自動的に义力び枕 
り変わります。 


♦着乂時、放電音と同時に着义音を発しますび異常ではありません。 

♦5 ミ由ガス化燃焼のため点义操がを放電開始まで約3分(気化筒のホ熱時間)かかり、その後約1分で巧流巧送風機び'回 
り、温風が'出始めます。なお、予熱時間は室温によりをか変化します。 

♦初使庙時はストーブの防鏡ミ由や望料などが焼けるため、煙やにおいび出ることがあります。 

窓をあけで部屋の換気をしでください。 

♦初使庙時やシーズン初めのご使庙時には、送ミ由経路内の空気だまりなどじより、1回で着义しないことびあります。 
このストーブは、ミス着乂時に再度自動的に点义動作をおこないますび、それでも着义しない場合は、点义操1乍を 
2〜3回くりかえしでください。 

♦点乂を約10分間は、熱膨張のため、熱交換器などから「ピチパチ」といラ音を出しますび、異常ではありません。 
♦外気温びおくなると、給が気筒の先端から連続的じ白煙び出ることびあります。 

これは排ガス中に含まれでいる水分び凝結しで水蒸気になるためで、異萬燃焼による白煙ではありません。 


運転中は、ルームサーモじンサーにより設定温度に応じで自動的に义力び切)り変わります。 


湿度調節キーと J け: J を巧して希望の設定湿度にさわせでください。 

♦ヒ J キーを1回押すと設定温度び1で下びります。 

• @キーを1回押すと設定温度び1で上びります。 

•曰田 キーを押しつづけると、設定温度は連続しで変わります。 

♦未 t ットの揚ち、設定温度は自動的に22でにたットされます。 

>設定温度は、12でから30でまでの範囲び t ットできます。 


設定温度 



温度/時刻 



時 


巧 


最小乂ででち室温が'上昇する場含（気温の高いとさ、曰あたりの良い部屋) 

■エコモードのセット 

エコキーを巧しでください。 

•エコランプわ< 点灯します。 


■エコモー ドとは… 

参最大火でを約3 0 %おさえで運転します。 

•設定温度が2 0でに設定されます。ただし、設定温度が20で 
よりちほい場含は、そのままの設定温度になります。また、エ 
コモードを它ットしたをでち、設定温度は変更できます。 
•室温が設定温度より約2で上昇すると自動のに消义 （ t — ブ消 
火）し、設定温度まで下がると自動のに再点火しで、室温を調 
節します。じーフ'消火中は、エコランプのみ点巧しでいます。 


■ 


eco 




は、エコモードをお還びください。 

■エコモードの 解除 

をラ1度エコキーを巧しでくだ 
さい。 

. •: L コランプび消口 

► しで通常運転にち ( -^ 

どります。 eco 





V 、 

正常燃焼 











































































タイマーの使用方法 


就幻:目物お riJ " 


1.表示な換キーを巧して、時計 
ちせランプを点なさせます。 

♦現在時刻をじツトする前は、 
午後12:00を表示します。 




2. 時計調節 キーの b 
たツトしてください。 



を巧して現在時刻を 


>1回押すごとに[-1(時）は1時間、(分） 
は1分進みます。 

押しつブけると表示は連続しで進みます。 

H — I (時）キーで時刻含わせをしたときは 
午前-午後をまちびえないよラに'ま意しで 
ください。 


タイマー時刻合わせ 


1.表示切換キーを巧しで、夕 
イ7—ちせランプを点なさ 
せます。 

♦タイマー 時刻をじットする 
前は、自動的に午前5:00 
にじットされでいます。 


\ 


表示 



2. 時計調節キーのを巧しでタイ7—点义 
時刻をたツトしでください。 


♦1 回押すごとに一（時）は1時間、+ ( 分）は 
1分進みます。 

押しつブけると表示は連続しで進みます。 

♦ 1 — 1 (時）キーで時刻台わせをしたときは午前- 
午後をまちびえないよラに';主意しでください。 


♦己砂間操作びないとき、時刻表示部は自動的にちとの表示にちどります。 

♦停電で時刻表示部び I --1:1 - - 1を表示したら時刻合わせをおこなつでください。 

参タイマー時刻は1度它ットすれば、電源プラヴを巧いたり、停電などがないかぎり記憶されます。 


おはよラタイマー 


■ストーブ停止中からのタイマーセット 


1. 運起キーを巧してください。 

2. おはよラタイマーキーを巧してください。 

♦おはようタイマーランプび点なしで、じット完3 
です。 

♦デジタル表示部におはよラタイマーじット時刻び 
表示され、おはよラタイマー運転に入ります。 

♦約5秒後に現在時刻表示にちどります。 

参台わせた時刻になると、タイマーじツト前の運輯モードで運転を開始します。 



♦必ず「現を時刻合わせ」、「タイマー時刻合わせ J を先におこなつでください。 


■おはよラタイマーの解除 
運括キーを巧します。 

♦おはようタイマーランプび消灯し、デジタル表示 
部び現を時刻表示じのり変わります。 

♦外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマー 
忆ットは絶巧にしないでください。 


〈おはよラタイマーランフミ肖な〉〈運転ランプ消な〉 

設定:温度 室内温度 



1 時間 • 
• 2時間 • 



おやすみタイ7— 


〈設定時間のおやずみタイマーランプび点口〉 


■おやずみタイマー運転のセット 

おやすみタイマーキーを巧しでください。 

♦設定時間のおやすみタイマーランプび点灯し、設定時間 
経過後自動消乂し、同時にデジタル表示部は rfj ]：[ FF ] 
となります。 



[1 回押す-1時間運転後自動消乂 2回押す-2時間運お後自動消乂】 


■おやすみタイマー運転の解除 

おやすみタイ7—キーを巧しで、おやすみタイ7—ランプをミ肖なさせで 
ください。 

♦このが態で、おはよラタイマー運乾されでいない場含は燃焼び継続しま 
すので、消乂するときは運乾キーを押しでください。 


〈おやずみタイマーランプ消'な> 






















































































おはよラタイマーとおやすみタイマーの同時運転 


1. おやすみタイマーを它ットしでください。 （屆=^ 7 ぺージ) 

2. おはよラタイマーを它ットしでください。 7 ぺージ) 

参必ずおやすみタイマーの它ットを巧におこなってください。 
おはよラタイ7—の它ットを先におこないますと、おやすみ 
タイ7—の它ットをすることはできません。 


設定時間のおやずみタイマーランプと 
おはよラタイマーランプ、 運15 ランプび 点 打 


設定溫度 室の温度 



巧 



チヤイ J レド□ツク 


お寺様などによるいたずら操巧の防止や、誤って運おキーを押しでち点乂しないよラじする機能です。 


■チャイルド□ックのセット 


■チャイルド□ックの 解除 


V 


チャイルド□ツクキーを 3 秒な巧に 3 回巧しで 
ください。 

参チャイルド□ックランプび点な 
すると t ツト完3です。 レド‘ 

参運輯中または停止中でもチャイ L □ッみへ 

ルド□ツクできます。 


再度チャイルド□ックボタンを 3 秒な巧に 3 回 
巧しで < ださい。 

f ♦運転中にチャイルドロックを它ットすると、 t ットか 
は運転停止（消义）操1 乍な外は受け付けません。 
♦停止中にチャイルドロックを它ットすると、 t ット中 
はすべでの操1 乍を受け巧けません。 


画ま全装置 


まを装置が'作動しで消义した場合は、ストーフ'と周囲の点検-処置をおこなっでください。 
処置後の点义操作は点义の頂に従ってください。 


を全装置 

原因•作動結果 

処置方法 ^ 

巧 震 自動消义装置 

( I 巧 I 表示） 

参地震(約震度5]：^|上)や強い衝撃を受 
けたときは巧震自動；肖义装置び作動 
しで自動的に消'义します。 

•地震じよって作動した場合、周囲の可燃物、機器の損傷、 

ミ由漏れ、給排気筒の外れなど異甫びないことを確認しでか 
ら再点义しでください。 

点义まを装置 
燃焼制御装置 

(に己表示 ll と—'- ( I 表示) 

参点义=ス ■ 途中消'义をしたとさに 
自動消'义します。 

♦「曰常の点検-ま入れ J ( t ： S =9 -10ぺージ)をしでから点义 
操巧をしでくださし、処置しでち繰り返しエラー表示び化 
るとさは、一旦運転キーを「停止"こしで販売店に連絡しで 
くださし、。 

停電安を装置 

•停電や電源プラヴびコンじントから 
抜けたときは、すべでの運転を停止 
します。 

•停電復帰(再通電)後デジタル表示部に F , c び表示され、 
ストーブは運転しません。 

再度点义操巧をしでください。 

過熱防止装置 

〔ま全サーモスタット〕 

^ (表示部全消な） 

•温風空気取入□や温風吹出□がほこ 
りなどでふさがれたり、ストーブ前 
面に障害物があるなどしで本体内部 
が'過熱ずると自動的に消乂します。 

♦温風空気取入□や温風吹出□の掃除をしでから再点义しで 
ください。10ぺージ） 

処置しでち繰り返しエラー表示び出るときは、一旦運転 
キーを「停止"こしで販売店に連絡しでくださし、 J 


因その他の装置 

/ 狙里の么输 r 居 na . ィた迂 


r 装置の名称 

原因•作動結果 

処置方法 ^ 

排気管抜け検巧装置 

•が気管の接続部が外れたり、排気管抜け検知 
用リード線が削線したとき(こは、安全装置が 
巧動し、エラー表示 fG を出し、自動的に 
消'义します。 

排気管巧け検知装置び作動しでいる場合は、 
エラー表示ら]び出で点义できません。 

•排気管抜け横知装置にたよらす、給排気筒や 
延長管を月に1度は点横しでください。 

•原因を調べ、処置棲点乂操作をしでください。 

排気□キャップ 

© 

.粉脯リ-ド線- II 給が気筒 

排気管拖け横が巧リード線のゆるみまたは、外れ 
-のれがないか確認しでください。 

過電流防止装置 

(15 アンペア） 

•内部配線のショートにより過電流び流れたと 
き、電流ヒューズび切れ、ずべでの運転を停 
止します。 

參お買い巧めの販売店に修理をの頼しでくださし、 

室温異常上昇防止装置 

, ( EI ： 康术） 

参部屋の温度び5 0でな上になったときに自動 
的に消火します。 

♦窓をあけ、部屋の換気をしでから、点义操巧を 
おこなつでくださし、。 

J 








































































画曰常の点巧•手入れ 

点検-字入れは、消乂後ス I -ーブび十分ちえでから、必ず電源プラグをコン t ントから巧いでおこなつでください。 

参電気部品の分稱や巿販品との交換は絶対にしないでください。 

— •燃焼部の分稱は絕巧にしないでください。 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと) 


♦ I 么ま意] 力ーテンや燃えやすいものを巧ブけないでください。乂災び発生するおそれびあります。 

•ほこりや巧れをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。ス I -ーブはいつち清潔じしでご使用ください。 

♦ rA ま意] ミ由タンクやゴム製送';由管 . 接合部および機器などからのな';由漏れびないことをお認の上ご使巧ください。 

参ミ由漏れびある場合は、お買い巧めの販売店に修理をの頼しでください。 

•ゴム製送ミ由管は、屋外で使用しないでください。屋外での使田は禁止されでいます。 

屋内でゴム製送ミ由管を使田しでいるときは、までかし巧げで、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れびなレか確認し、欠点びある 
とぎは交換しでくださし、交換のめやすは、3年に一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと) 


給が気筒(管•ホース)びがれたまま使用しないでください。がれでいると運転中にがガスび漏れでを険です。 
積雪びをいときには、給が気筒トツプの周りび雪でふさびれでいないことをお認しでください。 


• I 警告 

• I 么警告 


V 


ふさがれでいるときは、除雪しでください。閱そくしでいると、運転中にがガスび室内に漏れでを険です。 

参お排気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物び'置いである場合は、移動しでくださし、 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検りシースン1〜2回) 


参給排気筒びつまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入ったりしでいるときは、 
必す掃除しでください。 

参給排気筒を一度取りがしで、再び取り巧けるとさは、排気管の接続部内部にはめこんで 
ある〇 I 」ングヴ破損しでいないか確かめでください。 

破損しでいた場含は、お買い巧めの販売店に交換を依頼しでくださし、 



油タンクの水巧き （1 シーズン1〜2回) 


■屋内用油タンクを一例にして説明 

♦ミ由タンク巧に水びたまると、水 グージの 灯ミ由と水の境巧面に ホ 色のフ□-卜び理き上び 
ります。 

1. フ□-卜の点検 

参フ□ー トび澤き上びつでいたら水巧きをおこなつでください。 


2. 化を巧< ^ 

参水巧きバルブの下に容器を置いで、水巧きバルブをかしゆるめると;'由タンク巧の水び 
出で、フ□ートび巧みまず。水を巧いたら水抜きパルブを固く締めでくださし、。 

参水巧さをは、ミ由漏れびないか必す確認しでください。 

•巧タンク内には、水やごみびたまりやすく、をくたまるとス I '•-ブのちへ流れ出し、 
なミ由の流れを巧げで十分な义力び出なくなります。 

とさどさかヴージの点検をおこなつでください。 

※ミ由タンクの仕様により確認ちをび異なります。 




化巧さ 
バルブ 


定油面器ストレーナの掃除りシースン 1〜2 回） お買いホめの販売店に依頼してください。 


♦定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみびたまると、灯';由 
の流れを妨げで、十分な乂力び出なくなります。シーズン終わりには、なのよラに掃除 
しでくださし、（定ミ由面器ののな';由を巧くとさち同じち法でおこなつでください。） 

1. 巧タンクの送油ノ \リレブを閉じでください。 

2. ス I ブち側面におるストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を差しこん 
で、'巧ガイドを巧り、その下に容器を置いでください。 

3. ストレーナの止めねじをゆるめでかしでください。 

定'巧面おの巧れたな'庙やごみび全部流れ出ます。 

4. ストレーナを取り化しで、きれいなな巧の中ですすぎ洗いをしでください。 

•絶巧に水で洗わないでください。 


組立でるとぎは… 


参ストレーナゴムパッキンを忘れないよラにしでくださレ。 
参ストレーナを逆に入れないでください。 

参ストレーナの止めねじを、固く締めつけでください。 

参ミ由漏れか’ないか確認しでください。 


スト レーナ 止めねじ 


ミ由ガイド（はがき) 



容器 


ストレーナ 
zf ムパツキン 


〇リング 
ドレン田ねじ 





















































オイルフイルタの掃除 （1 シーズン1 〜 2回） お買いボめの販売店に依頼してください。 


参オイルフィルタに水やごみびたまった場合は、巧のよラに掃除をおこなっでください。 
(オイルフィルタの灯;由を抜くときち同じちをでおこなっでくださし、） 

1. 巧タンクの送巧八‘ルブを閉じで、オイルフィルタの下にできるだけ大きめ 
の容器を用意しでください。 

2. ストレーナカップをかし、カップにたまったかやごみを捨てでください。 

3. フィルタを賣下に引いでかし、きれいな灯;巧ですすぎ洗いしでください。 

参絶巧に水で洗わないでください。 

4. フィルタを組み込み、ストレーナカップを巧く締め巧けでください。 

油タンクの送油八’ルブを開き、送油経お巧の空気巧きをし、油漏れびない 
か巧認しでください。 （ 5ぺージ） 




温風の出□の掃除（週1回） 


•本体や温風吹出□の巧れは、本体び;ちえでから、しめらせたやわらかい巧でふき取つでくださし、 

•しつこいちれは中性洗剤を使田し、十分からぶきしでください。 

•温風吹出□羽根を巧げたり、変おさせないよラにミ主意しでください。 



巧流用送風機の掃除（週1回な上） 


参が流田送風機は週1回な上掃除しでください。巧流用送風機のガードじほこりびたまると、音び大きくなつで温風量びかなくな 
り、暖房出力びほ下すると同時に、ストーブ巧の温度び異常に高くなつで、過熱防止装置(まをサーモスタット)びた動する場合 
びありまず。1週間に1回]：^^上は、巧のま順にがつで巧流田送風機を取り外しで掃除をしでくださし、。 

■対流用送風機のがしかた 

運起を停止し、巧流用を風機び'とまつでいることをお認しでくださし、。 

① 背面カバー(上）を固定しでいる化粧ビス2本を外しでくださし、。 

② 巧流用送風機のリード線プラヴを引き巧いてください。 

③ 蝶ねじ 2 本を外し、対流巧送風機ををろに傾けなびら上ちへ引き出しで 
ください。掃除機などでほこりを取0除いでください。 



■対流用送風機の取り付けかた 

巧流用送風機をがしたときと逆の順唐で、をとどおりに取り巧けでください。 

参このとき、巧流田送風機の下側のゴムの部分をプラスチックの溝にはめこんでください。 


はめこむ 



地震などの災害び発生したとをの点検 


抑震などのが害び発ちし、製品に}辰動や衝撃び加わったときは、運転前に必すなの点検をおこなっでくださし、 

参お排気筒周りのれ、漏れの確認 参巧巧配管からの漏れお認 

点検で異常びみつかった場合は、お買い巧めの販売店に修理をの頼しでください。 


回定期点巧 


長巧間ご使巧になりますと、機器の点検び必要です。 

参2シーズンに1回程度、シーズン終3をなどじ、点検を実施しでくださし、点検のご相談はお買い巧めの販売店または修理資格者 
〔(財）日本石ミ由燃焼機器保守協舍打 EL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習ち修： J 着（石ミ由機器按術管理±)など〕のいる 
店までお問い合わせくださし、。 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ I 


ご使用中止 

口 

こんな症状は 
ありませんか 

参ミ由もれびする。 

参強いにおいびする。 

参運転中に異常な音びする。 

参その他の異常や故障びある。 

► 

故障や事故の防止のため必す販売店に 
ご連給ください。 

点検-修理についでのご費巧など詳し 
いことは販売店にご相談ください。 
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エラ-^ホ 処置方法 


排気管巧け検知装置の作動 


参 


参 


が気管の接続部およびが気管巧け検热用 I 」 一 
EU ド線の接続部の外れびないか点検し、外れで 

いたら正しく接続する 


室温異常上昇防止装置の作動 


♦ 


が 


窓をあけ、部屋の換気をする 


水平に設置されでいない 


♦ 


水平器により水平に設置する 


給気ホースび外れでいる 


♦ 


fP-tH 確実に接続する 


不良なミをを使用しでいる 


td'tH 良質のなおと入れかえる 


温風吹出□びふさびれでいる 


♦ 


表示部を消な 障害物を取り除く 


電源コードの断線 


♦ 


販売店に修理を依頼する 


対流フアン万ードのほこりだまり 


♦ 


表示部を消な 掃除をする 


給排気筒の先端びおおわれでいる 


♦ 


t ?. 卜し I おおっているちのを目又り瞭く 


が気管の接続部にスキ7びある 


♦ 


接続箇所に正しく取りなける 


強い地震びあったまたは、ストーブに衝擊を 
ちそた 


♦ 


「地震などの災害が発生したとさの点検」 
f 9 ( ty 1日ぺージ)の点検項目を確認し、運転 

スイッチを巧しなおし、再点乂する 


排気管の配管び長すぎる 


♦ 


延長 3 m 、 苗びり3箇所む下にする 


締め直す(販売店に連絡し修理しでちらラ） 


連絡パイプの袋ナツトび締まっていない 


定ミを面器リじットボタンび它ットされでいなし、 


tP'FH リ它ットボタンを1回押し下げる 


ミ由タンクになミをびない 


参 


参 


fP'fH 給ミおする 


f 旱電中である 


参 


f と 


通電されるまで待つ 


電源プラクがコン t ントじ差しこまれでいない 


コンたントに確実(こ差しこむ 


H 障 • 異常の見分け方と処置方法 


巧のよラな現をはが障ではありません。 

•修理を巧頼される前にちラー度お確かめください。 


参巧の表にちとつ'いで、ちラー度お確かめください。 

•処置ちまにより処置しでち良くならないとさは、お買レ巧めの販売店にご相談ください。 


团部品交換のしかた 


部品交換のとさのまミ 


A 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔(お)曰本石';ち燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了者(5ミ由機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談<ださい。 


部品交換はコロナ 純正部品 とご指定くださし、: 




' 現 象 

説 明 1 

点 

乂 

時 

义 

時 

初めで使巧するとき、煙やにおいが出る。 

耐熱蓮料やほこりなどか"焼けるためです。しばらく窓をあけで頓気しでくださし、。 

初めで使巧ずるときや、シーズン初めの初使巧時に 

1回で着乂しなし、。 

送;'由経路の空気だまりなどにより、]回で着义しないことがあります。 

定ミ由面器 Ut ツトレバーを]回巧し下げでから、2〜3回点火操作をくりかえしでく 
ださし、。 

すぐに点义しない。 

石;'由ガス化ちすのため、予熱時間が約3分/必要です。 

(チ熱時間は室温によりさが変化します。 

燃焼開始時や消乂後に[ピチ■ピチ」といラ音がする。 

本体の部げ熱により膨張、収縮ずるたがです。異萬ではありません。 

点义しでもすぐ温風びおなし、。 

不快な;ち風をおさないためで、本体內部が暖まると温風び自動的にのきおできます。 

消乂しでち温風が出でいる。 

本体の部か"冷却するまで送風を継続します。 

燃 

焼 

時 

点义プラヴ- フレーム □ツド- パーナへ ツドがホく 
なる。 

おじ熱せられでホ熱するためです。 

異萬ではありません。 

おの巧に黄色い炎が混じる。 

異萬ではありません。 

そ 

の 

.他 

給が気筒の巧施から連続的に白煙が出る。 

が気温げ低くなると、がガス中に含まれでいる水分が凝結しで水霖気になるためで、 
異萬燃焼(こよる白煙ではありません。 j 


ホ乂で燃える 


炎び大きく 
ならない 


においびする 


お漏れびある 


モニタ—ランプ 
ちつかない 
運輯しな S 

乂び遗かで 
消えでしまラ 

大吉な燃焼音を 

あげで燃える 


点火しない 




























































国巧管很巧巧使用しない場合) 

シーズンオフや長期間使巧しないときは、巧の要領で手入れをおこない保管しでください。 


1. 電源プラグをコンたントから巧いでください。 

• I A ミ主意長期間使巧しないときは、電源プラヴを抜いでください。 


2. 油タンクの送巧バルブを閉じでください。 


3. 背面カバー(上）-巧流巧送風機をがし、羽根とガードのほこりを掃除機などで取り除いでくだ 

—さい。 10ぺ-ジ）_ 

4. 定巧面器内の灯油をすべで巧き取つでください。 9ペ-ジ） 


5. 本化をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 


6.ストーブは据なけたまま保管しでください。 

参温風の化□や背面の巧流巧送風機にほこりなどびたまらないよラカバーをかけでください。 

(別売の本体化促カパーのご使巧をおすすめします。） 

参どラしでも取り外しでな管されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した場抓こ横倒しにしないよラにな管しでください。 

参巧シーズンに据付けをおこなラときには、必ずお買いホめの販売店に依頼しでください。 

参取扱説明書ち大のじ保管しでください。 

\_ J 


画仕様 


型なの呼び 

FF -359 GS 

FF -429 GS 

種 類 

気化な-強制給が気巧-強制な流巧 

点义 方な 

高圧放電点义す 

使 用 

な 料 

なミ由 （ J 吃1号なミ由） 

燃料消費量 

最大 

4.01 kW (0.39 L / h ) 

4.84 kW (0.47 L / h ) 

最小 

2.01 kW の.195 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

14,450 kJ/h 

17,410 kJ/h 

最小 

6,264 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.6 % 

最小 

86.6 % 

暖房出力 

最大 

3.48 kW 

4.19 kW 

最小 

1.74 

tkW 

標準適室 

温暖地 

木 造 15.0 m ’（ 9 置)まで 

コンクリート 21.5 nrf (13 置)まで 

木 造 18.0 nrf (11 置)まで 

コンクリート 25.0 nrf (1 日置)まで 

暮を地 

木 造 15.0 m ’（ 9置)まで 

コンクリート 25.0 m ’(15 置)まで 

木 造 18.0 nrf (1 1置)まで 

コンクリート 29.5 nrf (18 置)まで 

外 巧 ゴ ま 

高さ600 mm 幅500 mm 奥行 324 mm (置台を含む） 

質 量 

16.0 kg 

16.5 kg 

電源電圧および周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時最大 650 W /650 W 燃焼時30/28 W 

点义時最大 650 W /650 W 燃焼時31/29 W 

待機時消費電力 

1.2 W 

給が気筒の型なの呼び 

QU 4-3 

給が気筒の呼び径 

D 40 

お}非気筒の壁質通部のな径 

夺 75 mnn 

が 気温 度 

260で!^下 

電流ヒューブ 

15 A 

をを 装置 

巧震自動消义装置‘点义をを装置‘燃焼制御装置‘停電をを装置‘過熱防比装置(ををサーモスタット） 

その他の装置 

排気管巧け検知装置-過電流防止装置 

巧属品 

給が気筒忆ット1 • 取扱説明書1 • 工事説明書1 • 本体固定を具2 • 

コ''ム製送;由管締巧八ンド2 •置台1 • 背面力八一1 • 所有者票1 


標準適室は、な団る人•曰本ガス石';由機器工業含の算定畐準によります。 
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c 夕がミ寸法図^ 


戶華き〇置 

給排気筒取付巧（な7己） 


I I 


\ 

ぶ 



-1 

そ 二 

〇 

00 




500 



294 


374 t 単位 mm 


〔端子配置） 


巧流 
モータ 



国 

[□□1 トロ] ■□□1 卜 □] 

ルー ム 

燃焼モータ電磁ポンプ 

が気冒 
巧け検巧 

ポット巧震給油安を 

サ ー5 スタ サ-モ 

サーモ 


電源 


ヒータイヴナイタ 





フ レー ム□ツド 
/アース 


因 


操作部 8 P 



操た部 3 P 


に。气 


操た部 9 P 




虹ア フターヴー ビス 


保証について 


修理を依頼されるとき 


参このコ□ナ密閉な石ミ由ス I ブには保証書びつい 
でいます。「お買いあげ曰' 販売店名 J などの記 
入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりにな 
り、大切に保管しでください。 

参な証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 
参なのよラな原因による故障および事故じつさまし 
では、保証の巧象になりませんのでを意しでくだ 
さい。 

• 変質な'庙や不純灯;由など、また灯油]^外の燃料 
使用による故障や事故。 

•誤つた使用ちをによる故障や事故。 


♦本書の「故障'異常の見分けちと処置ちを J ( c ^ n ページ）の項にが 
つで調べでち良くならないときは、電源プラグを巧いでお買い巧めの販 
売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□じご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

•品含 ♦ お買いあげ曰 

♦型君:の呼び ♦故障げ巧（でさるだけ具化的に） 

• ご住所-ご氏含-お電話垂胃 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書 
の規定にがつで無料修理させでいたださます。 

♦ご不日月な点や修理に関するご相談は、お買い巧めの販売店かおおくの 
コ□ナお客様ご相談窓□じお問い合わせください。 


■保証期間が過ざているとさは 

参お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使用でさ 
る製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参石;'由ス I -ーブの補修届性能部品（機能を維持するために必要な 
部品）のな有期間は製造巧ちのりを7年です。 


■修理に出されるときは 

♦輸送時や運搬時に定ミ由面器のになミ由び残つたまま 
ですと、傾きや振動でなミ由びこぼれることびあり 
ますので、必す巧さ取つでください。 
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据巧けについでは、义災予防条例、電気設備に関する技術暮準などるちの暮準びあります。 

工事説日月書の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください) j をお読みになり、販売店または 
据巧け業者とよくご相談ください。また、「標準据巧け例"こついでは、下図を参照しでください。 


C 標斟尉寸け例 ） 

〈正面〉 


〈側面〉 


燕 

i 


60 cmJ ^ 上 


lOcm 

社 


10c 巾 

じ(上 



巧固定を具 
(F-84: 別売部品) 


出寸法9饥 

(スペーサを使巧しない場含） 


〈給排気筒の正面〉 


60011 
臥上 

不燃材の揚合は、 
、: 30 cm な上とするノ 


20011 

社 



♦ただし、不燃物の場含でち、巧燃物と同じ離隔距離じしでください。 



N 


100011 
な上 



給排気筒を延長ずる場合のを意 


お排気筒を延長する場含は、 3 m 3 曲びりな下で取りなけられる場所を選定しでください。 


積雪地区におけるを意 


積雪びをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取な場所を還定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い应んで不完を燃烧を起こすことびあります。 


据付け後の確認 


据なけび終わりましたら、をラー度、工事説日月書の「特に注意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りくだ 
さいりをお読みになり、工事説日月書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか確認しでください。 


胃試運転は、販売店または据巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

1. 運活準備（屆=4’5ぺ-ジ） 

①油タンクに灯油 ( JIS 1音な巧）を給油して<ださい。 

⑤ 巧タンクの送巧八’ルブを開いて、送巧経お巧の空気巧きをしでください。 

③ ス I ブ側面の水平おで、水平に設置されていることをお認しでください。 

④ 定巧面おリじットボタンを軽く巧しでください。^ 日ページ） 

⑥ ストーブの屋台の上や送油管のあ続部に、巧のたま0や巧漏れびないかおかめでください。 

⑥電源プラグをコンじントに差しこんでください。 

参高地で使巧される場合は、空気び希薄なため調整び必要です。 

( 詳しくは、工 事説日月書の r 言地で使用の場含 ) を参照しでください。） 

♦ 「^1\注意1 電源プラグは、コン它ントに根 ji までお実に差しこんでください。 

2. 運輯（恩=6ぺ-ジ） 

運拓キーを巧しで < ださい。 

参運転ランプび点滅し、約3分をじ着义し、着义後約1分で巧流用送風機び回り温風ヴ出ます。 

♦炎の状態は青い炎の中にいくらかの黄色い炎 （ ホ义）び混じつでち異常ではありません。 

♦ネリめでお使いじなるときは、耐熱窒料などび焼けで煙とにおいび出ることびあります。窓をあけで部屋の換気をしでください。 


3 .消义6 ぺージ） 

運拓キーを巧して < ださい。 

•運転ランプび消灯し、約6分後に本体の部びちがずると、燃焼用 '巧流用送風機び停止します。 



国据付け•巧設 


据付け • 移設工事は販売店に依頼ずる 


[^据巧けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定および標準据付け例 


スト—ブ 
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ホし幌市白石区平和通 16 T 目南 1-19 干003 -0028 

ホし幌市白石区米里3ま 2 T 目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち梗の21-2 〒〇41 -0824 

脚 II 市東姐川南1菜 2 T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広巿西18柔化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

訓路市巧圍町 4-1 7 〒〇 85-0038 

北見市美ち町 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL (011)8 目 4-0440 
TEL 01 1)879-2121 
TEL 0138)48-6070 
TeUoI 66)37-2330 
TEL (日 155)35-7518 
TEL 日 154)24-41 91 
TEL 0157)26-2103 


索京都化区豊島 8-4-8 
東を都化区豊島 8-4-8 
東奈都化区豊富 8-4-8 
ごり I 市畐お町 1-22-3 
松戸市富塚新田 95-5 
橫お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西ま2491 -2 
さいたま市:!ヒ区富原の 1-674-2 
さいたま市:!ヒ区富原の 1-674-2 
局崎市問屋の西1 -3-22 
宇都客市築瀬町2313 
太田市畐林東町2375 
か戸市苦原の653-2 
つくば市谷田部 6788- 19 


E を市な刹 3-2-1 5 
E を市な浏 3-2-1 5 
新爲市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
松本市を質大夕保原7852 


を 巧を 店 
をおサービス它ンター 
冨山営業所 
福井営業所 


福岡市博多区東比恵 2-2-4 日 〒812-日日日7 TEL 092 474 

福岡市博多区東比恵 2-2-4 日 〒8 12-0007 TEL (092)474 

化刀;州市ル賃化区愛着 2-6-4 〒803-0828 TEL (093)592 

鹿巧島市坦上 7-16-5 〒890-0034 TEL 099 281 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 TEL 096 367 

長崎県西彼许郡時まのを底郷お坦 74-1 〒851-210目 TEL (095)882 
宮崎市霧島 3-59-2 〒880-0032 TEL (0985)29 

大分市兰な 1-19-7 〒870-0108 TEL 097)523 


-5771 

-6001 

-8611 

-1321 

-7%1 

-7710 

-1680 

-5161 


干 030 -0946 
干 030 -0946 
干 010 -0917 

干 010 -0802 

干 031-0073 
干 031-0073 
干 036-8086 
干 036-8086 
干 020 -0823 
干 020 -0823 
干 023-0002 

干 983-003 己 
干 983-0035 
干 963-8033 
T 990-2423 
干 998-01 03 


干 1 14-0003 
干 1 14-0 日日3 
干 1 14-0003 
干 190-00 11 
干 270-2222 
干 245-0063 
T 409-3866 
干 331-0812 
干 331-0812 
干 370-0007 
干 321-0933 
干 373-0825 
干 310-0852 
干 305-0861 


FAX の92 474-5775 
FAX の 92)474-641 4 
FAX り 93)592— 8666 
FAX の99 281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX (095)882-7767 
FAX (0985)25-0685 
FAX の 97)523-51 目2 


g 古屋巿熱田区检田の 16-1 1 
名古屋市熱田区桜田の 16-1 1 
静岡市駿巧区喜松 2-15-30 
岐阜市六条南 2-7-8 
津市富茶屋 3-29-38 
沼津市西椎路888-1 

の田市南重田 1-8-47 

吹田市南を田 1-8-47 

富松市ミ里の 1-8-5 

京都市伏見区け田段ノリ I 原の7日-1 

巧戸市西区巧吉 5-1 32 

彦根市正を寺の南出78 

福热山市荒巧東の68 


干 456-0004 TEL の 52)746-6600( げ表） 
〒化 6-0004 TEU 052)746-6603( げ動 
〒422-8034 TEL の54に: 38-0005( げ表） 
〒如 0-8358 TEL の58に 68-7555( げ表） 
〒514-0819 TEL の 59)234-8471( げ表） 
〒41 0-0303 TEL (055)968-621 0(巧表） 

〒564-0044 TEL (06)6380-21 11(巧表） 

〒が 4-0044 TEU 06)6386-5670( 代表） 

〒760-0078 TEU 087)835-171 1(代表） 

干 612-841 4 TEU 075) 目 43-2002( 代表） 

干651 -21 33 TEL の 78)922-2431 (代表） 
干522-日日24 TEU 0749)24-6239 (代表） 

干 620-0061 TEL の 773)22-0827 (代表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884-6554 
FAX の 54)2:38-0006 
FAX の 58)268— 755日 
FAX の 59)234-8472 
FAX の 55)968 - 6212 

FAX (06)6386-7262 
FAX の 6)6:386-5588 
FAX の 87)835-0160 
FAX の 75) 目 43- 0870 
FAX の 78)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


広島市安化南区お園 3-27-2 日 〒731-0138 

広島市まに南区ネ氏園 3-27-2 日 〒731-0138 

岡山市化区辰己 35-1 03 〒700 -0976 

米子市目夕美の 235-1 〒683-0035 

固南市徳山きーノ片手5631 -4 〒745-0882 


TEL の 82)871 -3310(代表） 
TEU 082)871-3315 (代表） 
TEL の 86)243-7751 (代表） 
TEU 0859)33-8157 (代表） 
TEU 0834)22-5567 (代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の8目) 243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 


干 955-0864 TEU 0256)32-2126 (代表） 

干 9巧-0864 TEL (0256)32-2129 (代表） 

T 950-0855 TEL 025)286-9131 代動 
干 381■日日22 TEU 日26う221 -51 11代表） 
干 399-0033 TEL か 2 63) 2 6-005バ巧載 

T 920-0027 TEL (0 7 目) 2 60-05 目 7 が表） 
干 920-0027 TEL 076 26日-0038代表） 
干 930-0985 TEL か 76 M 44-0567 ミげ表） 
干 91 8-8237 TEU 0776)23-0567( 代勤 


FAX の 256)35— 8519 
FAX の 256)32-21 37 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の26た21-日日39 
FAX の 263)25-9961 

FAX (076)260-077 己 
FAX 076 260-0738 
FAX (076)444-061 1 
FAX の 776)23— 0580 


FAX の1 1)863-3154 
FAX の1バ87 1-2400 
FAX 0138)48-6080 
FAX の166わ7_2338 
FAX の 155)35-751 日 
FAX の154 24-0451 
FAX (01 57)26-21 07 


FAX の 17)7 斗 2-8275 
FAX の 17)7 斗 3- 1118 
FAX の1の 864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の172に 8-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)6 日 4-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22)23 目一8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX のの 4)31-0581 


FAX の 3)3927-11 目日 
FAX の 3)3927-1 13日 
FAX の 3)3927- 11目日 
FAX の 42)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX 045)852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX ミ04が65 1-6370 
FAX (048)651-6370 
FAX の27 361-9139 
FAX の 2 が 632-5205 
FAX の 276)38— 5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX 029 836-1913 


東化地区 


青 巧を ち 
青巧サービス它ン ター 
秋田営業所 
秋田サービス它ンター 
ノ\ 戸 営業所 
八戸サービス它ン ター 
弓ム前営業所 
化前サービス它ン ター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
フ火 巧 営業所 


青巧市古館1了目 12-38 
青巧市古館1了目 12-38 
秋田市泉中央 4 T 目 4-1 8 
秋田市が姐川兰千刈 109-1 
八戸市売市4 了目 4-7 
八口巿売市4 了目 4-7 
弓ム前市田圍 1-2-1 
化前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州市水巧区か巧工業団地4 了吕79 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パーク 102 


〒901-2227 TEU 098)897-5677 (代表 ） FAX の 98)897-5679 


07129002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒9日 5-8 己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒945-0817 

長岡工場長岡巿下条の着ノ浦1069〒940-1146 


TEL (0256)32-21 11(大げ表） 
TEL (02 日 7)23 —己17己(イザ表） 
TEL (02 己 8)22-21 21(代表） 


株式含な 
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お客様ご相談窓□一覽表 I 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記の ご 相談窓 □にご 依頼ください。 

ご転居やご贈營品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□(こご相談く 

ださし、。 

各称、巧巧地、電話塞号は、変更ずる揚含がありますのでご3齋ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^0120-919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ’PHS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 
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福福化麗熊長冨大 
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巧ームぺーシ http://www.corona.co.jp/ 
















